
保
健
婦
に
よ

る

シ
リ
ー
ズ
健
診
ミ
ニ
知
識

乳
が
ん
は
触
っ
て
見
て

年
々
、
が
ん
治
療
へ
の
研
究
が

進
ん
で
い
る
中
で
唯
一
、
手
で
さ

わ
っ
て
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
乳
が
ん
で
す
。
乳
が
ん
ば
、

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
死
亡
が
減

る
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

乳
が
ん
は
主
に
し
こ
り
に
よ
っ

て
発
見
で
き
ま
す
。
手
で
わ
か
る

し
こ
り
の
大
き
さ
は
Ｉ
セ
ン
チ
前

後
か
ら
で
、
2
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
ま

で
が
早
期
の
段
階
と
い
え
ま
す
。

さ
わ
り
方
は
、
上
半
身
裸
に
な
り

横
に
な
っ
て
、
片
側
の
真
中
3
本

の
指
の
腹
で
反
対
側
の
乳
房
か
ら

脇
に
か
け
て
ま
ん
べ
ん
な
く
さ
わ

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
乳
が
ん
ば

痛
み
の
な
い
し
こ
り
、
形
の
変
化

等
が
特
徴
で
す
が
、
乳
が
ん
と
間

違
い
易
い
乳
腺
症
は
乳
房
全
体
に

痛
み
を
感
じ
ま
す
。
特
に
生
理
前

は
乳
房
が
硬
く
な
っ
た
り
、
痛
み

を
感
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

生
理
が
あ
る
人
は
、
乳
房
が
一
番

柔
ら
か
く
、
し
こ
り
を
見
つ
け
易

い
生
理
後
3
～
5
日
の
間
に
さ
わ

っ
て
調
べ
ま
し
ょ
う
。
生
理
の
な

い
人
は
毎
月
1
回
、
自
分
の
誕
生

日
な
ど
忘
れ
な
い
よ
う
日
を
決
め

て
行
い
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
異
状

を
感
じ
た
場
合
は
婦
人
科
で
な
く

外
科
の
医
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

乳
が
ん
発
見
は
自
分
が
主
治
医

で
す
。
乳
房
の
異
状
を
早
期
に
み

つ
け
る
た
め
に
も
、
毎
月
最
低
1

回
、
自
己
検
診
を
習
慣
づ
け
ま
し

講
演
会

『
障
害
者
の
人
権
と

福
祉
と
わ
た
し
』

日
　
時
　
1
1
月
2
7
日
日

午
前
9
時
3
0分
開
会

・
事
例
発
表
　
長
門
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
、
長
門
市
心
身
障

害
児
者
親
の
会
、
長
門
地
区
精

神
衛
生
家
族
会
な
ど

・
講
演
　
講
師
　
ゆ
た
か
福
祉
会

専
務
理
事
　
西
尾
晋
一
さ
ん

・
講
師
を
囲
み
座
談
会
『
障
害
者

の
た
め
の
福
祉
施
設
づ
く
り
を
』

・
料
金
は
無
料
で
す
が
、
福
祉
事

務
所
社
会
係
へ
申
込
み
を
。

愛
の
献
血
にご

協
力
を

1
2
月
2
日
金

1
4
時
か
ら
1
5
時
3
0
分

長
門
総
合
病
院

糖尿病教室へのご案内

日時　11 月29日(火) 10 時～15 時
12月9 日(金) 10 時～15 時

場所　 長門保健所会議室
内容

○ 11月29日( 火)
健康チェック、計量調理実習、試
食、講話｢ 糖尿病の食事療法につ
いて｣、個別相談

○ 12月9日( 金)
健康チェック、計量調理実習、試
食、グループワーク｢ 日常生活の

反省｣、レクリェーション、個別相談
経費　 試食材料費　毎回300 円
対象者　糖尿病療養者と家族、その他
＊詳細と申込みは長門保健所へ。

青色申告者の
決算説明会
年末調整説明会

12月1 日
10時～12時　中央公民館

対象者：深川地区
14時～16時　俵山温泉閣

対象者：俵山地区
12月5 日
10時～12時　仙崎公民館

対象者：仙崎・通地区
詳細問合せ先　長門税務署

ながと歴史散歩

第18回

伝
承
は
郷
土
の
文
化

近
松
翁
の
碑

深
川
小
学
校
前
、
赤
崎

山
の
一
角
に
「
巣
林
子
近

松
翁
之
碑
」
（「
巣
林
子
・

そ
う
り
ん
し
」
は
近
松
翁

の
号
）
が
あ
る
。
い
ま
、

こ
の
石
碑
建
立
の
い
き
さ

つ
を
知
る
人
は
少
な
い
。

昭
和
八
年
四
月
、
新
庄

貞
之
深
川
町
長
ら
三
十
余
人
の

有
志
の
手
で
、
こ
の
碑
は
建
て

ら
れ
た
。

築
造
は
小
野
翠
洋
（
河
原
）。

巨
石
は
、
深
川
川
の
上
流
、
真

木
か
ら
運
ん
だ
。
二
頭
だ
て
の

馬
車
で
、
三
日
か
か
っ
た
と
い

う
。
当
時
の
関
係
者
で
は
、
い

ま
、
和
田
修
蔵
さ
ん（
藤
中
）が

一
人
健
在
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
碑
は
「
文

豪
・
近
松
門
左
衛
門
が
深
川
江

良
で
生
ま
れ
た
」

と
い
う
説
を
確
信

す
る
人
び
と
の
手

で
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
深
川
説
は
伝

承
で
あ
り
、
史
実

と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
こ
の
碑
が

建
っ
た
こ
ろ
、
学

者
の
間
で
は
深
川
説
が
有
力
と

み
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
越

前
福
井（
福
井
市
）説
が
有
力
と

な
り
、
深
川
説
の
影
が
薄
く
な

っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
“
近
松
、
長
州
の
生

ま
れ
”は
、江
戸
中
期
か
ら
の
説
。

長
州
藩
で
も
、
家
臣
の
椙
杜
家

（
近
松
の
本
姓
は
、
杉
森
＝
椙

杜
・
す
ぎ
の
も
り
）に
つ
い
て
、

調
査
、研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、

い
ま
で
も
否
定
し
き
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。

こ
の
伝
承
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
児
玉
花
外
の
「
残
近
松
之

香
」
の
詩
も
生
ま
れ
た
の
で
あ

る
。深

川
江
良
の
近
松
伝
承
は
、

長
門
市
民
の
、
す
ば
ら
し
い
財

産
な
の
で
あ
る
。
　
　
（
忠
）

近松翁の碑（赤崎山）

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

引
締
っ
た
体
、
精
か
ん
な
顔
、

太
い
足
を
も
つ
こ
の
鶏
は
、
シ
ャ

モ
と
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ
ク
を
交
配
さ

せ
た
新
品
種
の
食
鶏
で
す
。

人
気
の
あ
る
シ
ャ
モ
肉
の
味
を

損
な
わ
ず
。
コ
ク
の
あ
る
肉
質
が

自
慢
で
す
。

食
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
、
味

に
こ
だ
わ
る
消
費
者
が
ふ
え
て
き

ま
し
た
。

鶏
肉
の
味
に
も
こ
だ
わ
る
人
が

増
え
た
こ
と
か
ら
、
深
川
養
鶏
農

協
で
は
、
新
し
い
味
と
し
て
、
「
長

門
地
ど
り
」の
生
産
を
手
が
け
て
、

1
0月
に
初
出
荷
を
し
ま
し
た
。

深
川
養
鶏
組
合
員
の
笠
井
藤
雄

さ
ん（
渋
木
中
区
）は
、
約
4
千
7
0
0

羽
の「
地
ど
り
」を
飼
育
し
て
い
ま

す
。
こ
の
内
、
1
千
9
5羽
が
、
2
1

日
の
出
荷
を
控
え
て
い
ま
し
た
。

現
在
市
内
で
は
、
渋
木
中
区
の

4
軒
の
農
家
が
、「
長
門
地
ど
り
」

の
飼
育
を
し
て
い
ま
す
。

市の人口( 11月1 日現在)

面　積　152. 29k ㎡

人 口　27, 183 人( +15)
男　　12, 753 人（＋1 ）
女　　14, 430 人( +14)
世帯数　8, 580 世帯（＋1 ）

（　）は前月比
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